
部品リスト

LM3886アンプの性能では計算上:
4Ω時、40Vで50W、約3.6A
8Ω時、40Vで25W、約1.8A

でも出力できますが、放熱板をもっと
大きな物に変えないといけません。

概概要要
　　OOCCLL--33888866CCはは、、4400ＷＷのの
AABB級級モモノノララルルパパワワーーアアンンププでですす。。
LLMM33888866はは高高性性能能オオーーデディィオオ・・
パパワワーーアアンンププのの評評価価基基板板でですす。。
　　±±3300VV電電源源でで動動作作しし、、
ミミュューートト機機能能付付ききでですす。。
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　１）直径0.8mm、長さ約500mmのポリウレタン線（エナメル線）を用意します。
　２）ポリウレタン線の両端50ｍｍ位をハンダ付け出来るようにヤスリ等で削ります。
　３）５Ｗ以上の抵抗(10Ω)を用意します。　（図１
　４）図２の様に、抵抗の周りにポリウレタン線を巻きつけます。
　５）抵抗の足とポリウレタン線をハンダ付けします。
　６）図３の様に、抵抗の足をニッパーで切り落とします。

注意：抵抗の足ではなく、ポリウレタン線の両端を
基板にハンダ付けしますので注意してください。

まずLRを作ります

組み立て手順：

　1.　ミューズコンデンサ、ＬＥＤ、には向きがありますので、ハンダ付けには
　　注意してください。

　2.　抵抗の値はカラーコードを確認してください。

　3.　まず背丈の低いパーツからハンダします。
　　金属被膜抵抗→ＬＥＤ→セラミックコンデンサ→ヘッターピン→ポリエステル
　　コンデンサ→ポリプロピレンフィルムコンデンサ→セメント抵抗→
　　ＬＲ→ミューズコンデンサ→＊アンプＩＣ（LM3886）。
　　上記の順で取り付けるとハンダしやすいです。
　　
　　＊LM3886ＩＣは放熱板に仮止めし、本体基板にはスペーサを付け、
　　　放熱板と基板の高さを調整してから、ハンダ付けすれば合いやすいです。
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品質や性能に関する全てのリスク、又それに伴う一切の派生費用や修理、訂正、賠償に要する費用は
全て本機を組み立てた人自身の負担としますと同時に、間接的、付随的、あるいは結果的に生じた、
いかなる種類の損害に対しても一切責任を負えませんので、予めご了承の上ご利用ください。
また、予告なく説明書や部品の変更をする場合があります。

端子の説明：

±電源
35V(3A)

信号入力(G)

信号出力(G)

ジャンパーを
外すとミュート

信号入力(S)

信号出力(S)

＋電源表示ＬＥＤ
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